
＜一般委託＞

1 目      的 　よこすか市議会だより第38・39号の編集及び印刷

2 履行期間 　契約の日から令和３年２月28日

3 施行場所 　横須賀市議会及び別途指定する場所

4 業務内容 　別紙のとおり

5 特記事項 　別紙のとおり

6 関係法規

7 資格要件
　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　平成26年4月1日以降に、国、地方公共団体又は特殊法人等が発注した「広報紙又は議会報」製作
業務の契約を元請けとして締結し完了した実績があること。

8 契約方法 　総価による業務委託契約（一般委託）

9 支払方法 　委託料の支払いは、各号納入後に精算払いとする。

10 その他事項   この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　員
連　絡　先

　横須賀市議会事務局議事課　046-822-8532

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリー
ン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない
場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環境物品
等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

よこすか市議会だより製作業務委託　　仕様書

  よこすか市議会だより製作業務委託に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。



「よこすか市議会だより」製作業務委託 仕様書 別紙 

 

 次の製作について、発注者・横須賀市を甲とし、受注業者を乙として以下の

とおり仕様を定める。 

 

１ 目  的 よこすか市議会だより製作 

 

２ 業  務 よこすか市議会だより第 38・39 号の編集及び印刷 

     ＊別添の「よこすか市議会だより第 36 号」を参照 

 

３ 規  格 

(ア) 版型 タブロイド版 

(イ) カラー（４色）印刷、植物を原料としたインクを使用すること 

使用する紙は以下のどちらかとすること 

・微塗工マットコート・Ｄ巻・51.5kg～53.0 ㎏ 

・中質紙・Ｄ巻・53.5ｋｇ 

(ウ) 頁数 ４頁 

(エ) 組型 原則として縦６段 

(オ) 活字の大きさと書体 原則 12 ポイントゴシック体またはこれに類する

書体とする 

(カ) 紙質 古紙が配合されていること 

     古紙配合率については契約後協議により決定する 

 

４ 予定数量 196,000 部（98,000 部×２回） 

 

５ 発 行 日 第 38 号 令和２年 11 月 

 第 39 号 令和３年２月 

 

６ 契約期間  契約の日から令和３年２月 28 日まで 

 

７ 内  容 

(ア) 甲は乙に入稿データ（文字原稿、写真、グラフ、図表等）を電子データ

（Word、Excel、JPEG 等）で提供する。 

(イ) 乙は入稿データに基づき、紙面デザイン・レイアウト、イラスト等の作

成、版下作成、校正、製版、印刷、納品、最終原稿データの保存・提供を

すること。 



(ウ) 乙は紙面作成に関する豊富な知識・技術を有する製作スタッフを起用し、

紙面の充実と編集作業の円滑な進行に努めること。 

(エ) 乙は甲の要請に基づき、各号の編集及び校正を協議する広報広聴会議等

に出席し、紙面デザイン、レイアウト等に関する助言を行うこと。 

(オ) 色校正については簡易色校正とし、４部提出すること。 

(カ) 印刷は甲が確認した最終の印刷原稿に基づいて行うこと。  

(キ) 編集スケジュール及び納入期限は、甲の作成するスケジュール案をもと

に協議のうえ決定することとする。 

(ク) 原稿等のデータの受け渡しは電子メールで行うものとし、乙が提供する

データ形式は PDF とする。 

 

・スケジュール案（日程は目安であり、変更される可能性有り） 

甲 乙 

乙へ記事データ入稿 甲へデータ送付 

（入稿から 6営業日後） 

データ校正期間 

広報広聴会議開催 

 

広報広聴会議へ出席 

（会議結果による校正） 

乙へ文字校了連絡 甲から文字校了連絡 

乙から簡易色校正受領 甲へ簡易色校正送付 

（文字校了から 3営業日後） 

乙へ校了連絡 印刷開始 

 （校了・印刷開始から 5営業

日後・発行日の 2営業日前） 

指定場所へ納品（AM 中） 

発行 

・第 38 号  10 月中旬入稿、11 月中旬納品予定 

・第 39 号  12 月下旬入稿、２月上旬納品予定 

８ 製本加工及び梱包方法 

(ア) 製本加工は２ツ折り加工とする。 

(イ) 梱包は１梱包 1,000 部とする。 

 

９ 納  品 

(ア) 納品は紙面と電子データ（PDF）とする。 

(イ) 納品場所は別途甲の指定する場所（新聞折り込み業者、市議会事務局な

ど市外１カ所、市内２カ所）とする。 



(ウ) 各号の納入期限は発行日の２営業日前の午前中とし、詳細は協議のうえ

決定する。 

 

10 契約及び支払い方法 

(ア) 契約は総価契約とする。 

(イ) 支払いは各号納入後に精算払いとする。 

 

11 特記事項 

(ア) 甲は納品された市議会だよりを配布、譲渡、複製及び展示（ＨＰ上での

データ展示を含む）を行うことができる。その他の利用については両者協

議のうえ決定する。 

(イ) 甲が提供した文字原稿、写真、グラフ、図表等などは、編集作業終了後

速やかに返却すること。 

(ウ) 本仕様書の各条項に違反した場合、甲は、契約金額の一部または全部を

支払わず契約を解除すること、または乙に再印刷を行わせることができる。 

(エ) その他、本仕様書に定めのない事項並びに疑義が生じた場合は、両者は

速やかに協議を行うこととする。 

 

12 その他 

甲と乙の双方が合意し、本市議会において令和３年度予算が承認された場合、

令和３年４月１日から令和３年５月 31 日にまでの間に発行する第 40 号よこす

か市議会だよりの編集及び印刷について、本契約における発行１回あたりの額

と同一額で随意契約をする。 

なお、乙が当該契約を締結する意思がない場合については、令和３年２月 26

日までに通知すること。 

連絡先 横須賀市議会事務局 議事課 鈴木 

電話番号 ０４６－８２２－８５３２ 



No. 納品場所 郵便番号 所在地 電話番号

1 アドポート神奈川 243-0301 神奈川県愛甲郡愛川町角田501-1 046-284-5002 93,950 部

2 湘南カーゴ 238-0023 神奈川県横須賀市森崎1-18-19 046-837-1600 1,150 部

3 市議会事務局 238-8550 神奈川県横須賀市小川町11 046-822-8532 2,900 部

98,000 部

市議会だより納品場所・部数一覧

部数

合計



よこすか市議会だより
〒238-8550 横須賀市小川町11番地　☎046（822）9394［市議会事務局議事課］

pd-ccs@city.yokosuka.kanagawa.jp

No.36
令和２年（2020年）

５月12日号

❖発行　横須賀市議会

❖編集　広報広聴会議横須賀市議会 検 索

施
政
方
針
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　

日
本
近
代
化
の
礎
と
な
っ

た
横
須
賀
の
歴
史
を
伝
え
る

中
核
拠
点
と
し
て
、
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
内
に
テ
ィ
ボ
デ
ィ

エ
邸
を
活
用
し
た（
仮
称
）横

　

消
防
局
庁
舎
１
階
の
旧
あ

ん
し
ん
か
ん
に
地
域
福
祉
課

を
新
設
し
、
併
せ
て
開
設
す

る
「
よ
こ
す
か
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
」「
終
活
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と
と
も
に
福
祉
分
野

の
総
合
相
談
窓
口
を
整
備
し

ま
す
。総
合
相
談
窓
口
で
は
、

様
々
な
困
り
ご
と
を
抱
え
る

方
の
相
談
や
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
相
談
、

分
野
を
ま
た
ぐ
複
合
的
な
相

談
を
窓
口
担
当
が
一
括
し
て

受
け
付
け
、
関
係
課
と
連
携

し
な
が
ら
解
決
に
努
め
ま
す
。

問
窓
口
の
開
設
時
間
は
。

答
平
日
の
８
時
30

分
～
17

時
。
こ
の
ほ
か
電
話
、
メ
ー

ル
で
の
相
談
が
可
能
。休
日
・

夜
間
に
つ
い
て
は
今
後
の
検

討
課
題
。

富士山を背景に満開の菜の花（長井海の手公園）

福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
新
規
開
設
に
つ
い
て

ル
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て

３

月

定

例

議

会

問
窓
口
に
お
け
る
相
談
対
応

の
流
れ
は
。

答
初
め
に
コ
ン
シ
ュ
ル
ジ
ュ

（
総
合
世
話
係
）が
相
談
者
の

話
を
聞
き
取
り
、
内
容
に

よ
っ
て
総
合
相
談
、
成
年
後

見
、
終
活
支
援
の
各
担
当
や

関
係
課
に
つ
な
ぐ
。

問
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
た

相
談
者
へ
の
対
応
の
イ
メ
ー

ジ
は
。

答
ま
ず
は
総
合
相
談
窓
口
で

受
け
止
め
、
関
係
部
局
の
担

当
者
や
関
係
機
関
が
集
ま
っ

て
ケ
ア
会
議
を
開
い
て
協
議

を
行
い
、
相
談
者
に
寄
り

添
っ
た
対
応
を
し
て
い
く
。

問
相
談
者
に
と
っ
て
最
初
の

担
当
者
が
課
題
解
決
ま
で
の

伴
走
者
と
な
る
か
。
ま
た
そ

の
重
要
性
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
。

答
総
合
相
談
窓
口
は
、
相
談

を
受
け
止
め
、
必
要
に
応
じ

て
適
切
な
関
係
機
関
へ
つ
な

ぐ
こ
と
が
役
割
と
認
識
し
て

い
る
。
伴
走
者
の
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
の

人
事
制
度
の
枠
組
み
の
中
で

は
難
し
い
。
ど
の
よ
う
な
形

で
一
人
の
支
援
を
継
続
で
き

る
か
は
引
き
続
き
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
関
係
部
局
間
で
の
情
報

共
有
の
在
り
方
は
。

答
税
情
報
な
ど
踏
み
込
ん
だ

個
人
情
報
の
共
有
も
考
え
ら

れ
る
。
個
人
情
報
保
護
の
観

点
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

須
賀
市
近
代
遺
産
ガ
イ
ダ
ン

ス
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
日
本
遺
産
構
成
文

化
財
を
は
じ
め
と
し
た
市
内

に
点
在
す
る
近
代
化
遺
産
な

ど
を
関
連
す
る
遺
産
と
し
て

整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

市
内
全
体
を
軍
港
資
料
館
と

し
て
捉
え
た
ル
ー
ト
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
構
築
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
新
た
に
整

備
す
る
拠
点
と
し
て
は
、
千

代
ケ
崎
砲
台
跡
、
走
水
低
砲

台
跡
、
貝
山
地
下
壕
、
中
央

公
園
と
な
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
各
サ
テ
ラ
イ
ト

を
周
遊
す
る
た
め
の
移
動
手

段
の
強
化
も
進
め
て
い
き
ま

す
。

問
ガ
イ
ド
育
成
研
修
の
対
象

と
内
容
は
。

答
令
和
元
年
度
に
引
き
続
き

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
対
象
と
し
た

い
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

と
各
サ
テ
ラ
イ
ト
に
配
置
す

る
ガ
イ
ド
の
研
修
内
容
は
分

け
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇

所
で
ガ
イ
ド
す
る
内
容
に

沿
っ
た
も
の
と
し
た
い
。

問
移
動
手
段
の
検
討
状
況
は
。

答
周
遊
ル
ー
ト
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
新
た
な
バ
ス
路

線
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
民
間
事
業
者
と
相
談

し
て
い
る
。
浦
賀
道
や
海
上

の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

　

3
月
定
例
議
会
で
は
市
長
か
ら
施
政

方
針
及
び
新
年
度
予
算
案
等
が
示
さ

れ
、
審
議
の
上
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
影
響
に
よ

り
新
年
度
予
算
案
の
一
部
が
執
行
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
未
執
行
の
も
の
に
つ
い
て
は
６

月
定
例
議
会
以
降
に
補
正
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　

新
年
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
横

須
賀
再
興
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
将
来
へ
の

投
資
を
着
実
に
進
め
、
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
福
祉
施
策
を
中
心
に
、

社
会
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
た
、

ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
施
策
展
開
を
目
指

し
た
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
福
祉
施
策
で
は
、
福
祉
の
総
合

相
談
窓
口
（
愛
称
：
ほ
っ
と
か
ん
）
を

新
設
し
、
関
係
課
が
連
携
し
オ
ー
ル
横

須
賀
で
福
祉
の
充
実
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
技
術
や
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活

用
し
た
取
り
組
み
も
始
め
ら
れ
、
経
済
振

興
や
子
育
て
施
策
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

な
ど
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
推
移
を
見
守
り

つ
つ
、
市
内
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
市
民
活
動
の
自
粛

拡
大
が
進
み
、
市
内
経
済
活
動
が
極
端

に
停
滞
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
小
企
業

の
事
業
継
続
は
危
機
的
状
況
で
す
。
地

域
経
済
が
凍
り
付
い
た
ま
ま
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
議
会
で
は

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
被

害
を
軽
減
さ
せ
る
緊
急
経
済
対
策
を
求

め
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

ガイダンスセンター施設イメージ

主

な

質

疑

主

な

質

疑



よこすか市議会だより 第36号（2）

　

「
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
」
と
は
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
進
め
、
そ
れ
を
契
機

に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
提
供
方
法
、
行
政
組
織
の

在
り
方
な
ど
を
刷
新
す
る
と

と
も
に
、
社
会
的
課
題
の
解

決
を
進
め
、
安
全
安
心
か
つ

公
平
、
公
正
で
豊
か
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

　

要
約
す
る
と
、
情
報
通
信

技
術（
I
C
T
）
を
活
用
し

て
、行
政
や
社
会
を
変
革
し
、

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会

の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
も

言
え
ま
す
。

　

本
市
は
、
利
用
者
中
心
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
新
た
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
発
で
き

る
地
域
の
実
現
を
目
指
し
、

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を

推
進
し
、
市
民
の
暮
ら
し
や

す
さ
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

問
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト

推
進
室
の
具
体
的
な
役
割
は

何
か
。

答
各
部
局
か
ら
情
報
を
収
集

し
た
り
、
目
的
意
識
を
も
っ

　

消
防
局
で
は
、
令
和
２
年

度
に
消
防
活
動
用
ド
ロ
ー
ン

を
導
入
し
ま
す
。

　

消
防
隊
は
、
消
防
活
動
を

す
る
た
め
に
必
要
な
資
機
材

を
調
達
し
て
い
ま
す
が
、
災

害
状
況
を
的
確
に
把
握
し
て

よ
り
多
く
の
情
報
収
集
を
す

る
こ
と
で
、
早
期
に
初
動
体

制
を
構
築
し
更
な
る
消
防
力

の
強
化
を
図
る
た
め
、
新
た

な
資
機
材
と
し
て
、
消
防
活

動
用
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
ま

す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
合
わ

せ
て
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
の

育
成
も
開
始
さ
れ
、
よ
り
時

代
に
即
し
た
消
防
体
制
の
構

築
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
開
始
予

定
時
期
は
。

答
ド
ロ
ー
ン
操
縦
士
を
育
成

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
育

成
講
習
等
が
修
了
す
る
見
込

み
の
令
和
２
年
９
月
頃
の
運

　

市
内
の
市
立
小
学
校
３
～

６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
使

い
、
小
学
校
区
ご
と
に
地
元

の
自
然
環
境
に
ふ
れ
合
い
な

が
ら
学
ぶ
体
験
授
業
を
実
施

す
る
た
め
の
予
算
措
置
で
す
。

　

自
然
環
境
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
N
P
O（
専
門

家
）
に
よ
る
講
義
や
、
自
然

観
察
や
池
の
清
掃
な
ど
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
全
４

回
）
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た

ち
が
自
然
の
大
切
さ
や
、
ふ

れ
合
い
の
楽
し
さ
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
29
～

令
和
元
年

度
ま
で
市

民
協
働
モ

デ
ル
事
業

と
し
て
試
験
的
に
行
っ
て
い

た
も
の
を
、
令
和
２
年
度
か

ら
独
立
し
た
事
業
と
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

問
実
施
校
は
ど
の
よ
う
に
決

め
る
の
か
。

答
年
度
初
め
の
教
育
委
員
会

の
会
議
で
全
校
に
周
知
し
、

手
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
た
５

校
を
対
象
と
す
る
。

問
な
ぜ
５
校
な
の
か
。

答
予
算
規
模
に
加
え
、
派
遣

可
能
な
講
師
数
か
ら
実
施
校

　

市
民
部
で
は
、
特
殊
詐
欺

防
止
機
能
付
電
話
機
等
を
購

入
す
る
際
の
、
補
助
制
度
を

新
設
し
ま
す
。

　

横
須
賀
市
内
で
も
深
刻
な

被
害
が
出
て
い
る
特
殊
詐
欺

を
抑
止
す
る
た
め
、
70
歳
以

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
同

じ
く
神
奈
川
県
で
新
設
予
定

の
補
助
制
度
と
協
調
し
て
、

こ
の
電
話
機
に
購
入
補
助
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
立

学
校
の
休
校
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
特
別
開
所
、
公
共

施
設
の
休
館
な
ど
、
各
所
で

様
々
な
対
応
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

問
他
自
治
体
で
は
P
C
R
検

査
を
断
ら
れ
た
と
の
報
道
も

あ
る
が
、
本
市
で
の
対
応
状

況
は
。

答
医
師
会
と
連
携
し
、
医
師

が
必
要
だ
と
判
断
し
た
も
の

は
検
査
を
実
施
す
る
方
針
だ
。

問
健
康
安
全
科
学
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
現
在
の
検
査
上
限

数
は
。

答
現
時
点（
令
和
２
年
３
月
）

　

長
井
海
の
手
公
園
は
、
隣

接
す
る
３
.

３
ha

の
国
有

地
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、

横
須
賀
市
が
国
か
ら
管
理
委

託
を
受
け
て
い
る
公
園
南
側

に
位
置
す
る
国
有
地（
崖
地
）

を
加
え
、
公
園
の
交
流
拠
点

と
し
て
の
機
能
拡
充
と
開
園

か
ら
15
年
経
過
し
、
大
規
模

修
繕
が
必
要
な
既
存
施
設
の

再
整
備
を
行
う
た
め
の
基
本

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

後
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
投
資
を

促
し
、
設
計
・
整
備
・
運
営

を
一
体
的
に
行
う
た
め
の
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
そ

の
後
、事
業
者
選
定
等
行
い
、

令
和
５
年
４
月
に
公
園
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
公
園
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
海
と
大
地
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・

デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
推
進
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

長
井
海
の
手
公
園
（
ソ
レ
イ
ユ
の
丘
）
機
能
拡
充
事
業
に
つ
い
て

特
殊
詐
欺
防
止
機
能
付
電
話
機
等
の
購
入
補
助
に
つ
い
て

学
区
の
自
然
環
境
体
験（
小
学
校
５
校
）
に
つ
い
て

消
防
活
動
用
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て

を
図
る
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
そ
の
と
お
り
。
業
務
プ
ロ

セ
ス
を
フ
ロ
ー
に
置
き
換

え
、
削
減
・
改
善
で
き
る
と

こ
ろ
を
抽
出
し
、
そ
の
解
決

策
を
示
し
て
い
く
。

問
同
事
業
の
推
進
に
よ
っ
て

恩
恵
を
受
け
る
人
、
受
け
ら

て
具
体
的
に
各
部
局
に
提
案

を
行
う
な
ど
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
活
用
し
た
業
務
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
分
析
が
重
要
と
考

え
る
の
で
、
そ
の
見
え
る
化

用
開
始
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
想
定

し
て
い
る
場
面
は
。

答
水
難
救
助
、山
岳
地
域
で
の

行
方
不
明
者
捜
索
活
動
、
火

災
時
の
状
況
や
火
災
鎮
火
後

の
建
物
上
空
か
ら
の
確
認
な

ど
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

で
は
１
日
当
た
り
30
～
40
件

の
検
査
を
行
え
る
体
制
だ
。

問
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
乳

幼
児
健
診
を
延
期
し
て
い
る

が
現
状
の
対
応
は
。

答
個
別
の
家
庭
訪
問
を
行

い
、
心
配
の
あ
る
家
庭
に
は

保
健
師
が
対
応
し
て
い
る
。

健
診
再
開
時
に
は
で
き
る
だ

け
安
全
な
環
境
を
検
討
し
速

や
か
に
対
応
し
た
い
。

問
学
校
給
食
を
中
止
し
た
こ

と
に
よ
る
食
材
の
対
応
は
。

答
２
月
28
日
に
３
月
分
を
中

止
し
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
は
給

食
室
に
あ
り
、
保
存
が
で
き

る
も
の
は
４
月
に
使
用
す
る

予
定
だ
。
保
存
が
で
き
な
い

も
の
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
活

数
と
回
数
を
決
め
た
。

問
こ
の
事
業
は
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
。

答
予
算
付
け
の
段
階
で
、３
年

間
の
期
限
付
き
の
事
業
と
い

う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

問
こ
れ
は
よ
い
事
業
な
の
で

今
後
も
続
け
て
い
く
こ
と
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
財
源
の
問
題
も
あ
る
た

め
、
所
管
す
る
他
の
事
業
等

を
精
査
し
な
が
ら
、
こ
の
事

業
が
予
算
化
で
き
る
よ
う
、

前
向
き
に
努
力
し
た
い
。

れ
な
い
人
が
二
分
化
し
て
し

ま
わ
な
い
か
。

答
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
、デ
ジ
タ
ル
で
申
請
か
、

対
面
で
申
請
か
、
市
民
が
そ

の
望
む
形
で
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

用
し
た
。

問
相
互
協
力
の
覚
書
を
締
結

し
た
バ
ラ
ト
プ
ル
市
等
の
協

力
に
よ
り
ネ
パ
ー
ル
か
ら
調

達
し
た
マ
ス
ク
３
万
枚
の
使

途
は
。

答
市
内
の
病
院
、
高
齢
者
施

設
、
民
間
幼
稚
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
等
に
マ
ス
ク
確

保
状
況
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
、
在
庫
僅
少
の
と
こ
ろ
に

優
先
し
て
配
付
し
た
。

パ
ー
ク
」
と
し
、
地
域
の

魅
力
の
活
用
に
よ
り
、
多

く
の
人
が
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
公
園
・
観

光
交
流
拠
点
を
目
指
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
よ
こ
す
か
西

海
岸
や
三
浦
半
島
全
域
に

波
及
す
る
に
ぎ
わ
い
を
創

設
し
、
広
域
的
な
観
光
交

流
拠
点
機
能
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
「
観
光
立
市
よ

こ
す
か
」
の
実
現
を
図
り
ま

す
。

問
現
在
あ
る
建
造
物
を
建
て

替
え
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
基
本
計
画
に
基
づ
く
内
容

で
あ
れ
ば
柔
軟
に
対
応
し
て

い
く
。

問
夏
期
18

時
閉
園
・
冬
期

17
時
閉
園
を
変
更
す
る
予
定

は
あ
る
か
。

答
夜
間
利
用
者
や
宿
泊
を
伴

う
利
用
者
を
想
定
し
て
い
る

の
で
施
設
を
限
定
し
て
考
え

て
い
き
た
い
。

問
駐
車
場
利
用
料
金
に
つ
い

て
変
更
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
民
間
事
業
者
の
提
案
内
容

を
踏
ま
え
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。

現在の長井海の手公園（ソレイユの丘）

　

電
話
機
１
台
あ
た
り
の
限

度
額
は
、
１
万
円
で
、
50
％

（
県
補
助
金
３
千
円
＋
市
補

助
金
２
千
円
）
の
補
助
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※
神
奈
川
県
と
の
協
調
補
助

と
な
る
た
め
、
開
始
時
期
・

制
度
詳
細
は
未
定
と
な
り
ま

す
。

問
こ
の
補
助
制
度
の
周
知
方

法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
高
齢
者
に
身
近
な

社
会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
施

設
等
へ
の
情
報
発
信
、
実
際

に
電
話
機
を
使
っ
た
出
前

ト
ー
ク
を
開
催
す
る
こ
と
も

有
効
で
は
な
い
か
。

答
広
報
よ
こ
す
か
、
市
Ｈ
Ｐ

に
加
え
て
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
等
の
町
内
会
で
の
回
覧

に
よ
る
周
知
な
ど
を
考
え
て

い
る
。
で
き
る
限
り
幅
広
く

関
係
機
関
・
関
係
団
体
へ
の

協
力
依
頼
や
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
で
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

問
取
り
扱
い
店
舗
や
補
助
金

の
支
払
方
法
な
ど
の
制
度
の

詳
細
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答
神
奈
川
県
と
協
調
し
な
が

ら
、
販
売
店
な
ど
の
協
力
、

制
度
の
詳
細
設
計
を
す
る
予

定
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
使

い
や
す
い
補
助
制
度
を
、
で

き
る
だ
け
早
く
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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市議会アンケートを実施しました

横須賀市議会実行計画を策定しました

3月定例議会　代表質問・個人質問

代
表
質
問

⑴　新型コロナウイルスについて
⑵　経営企画部の運営について
⑶　コミュニティセンターの在り方について
⑷　職員の意識改革について
⑸　市職員の市内居住の推進について
⑹　男性の育児休業について
⑺　男女共同参画について
⑻　待機児童対策について
⑼　子育て支援について
⑽　放課後児童対策について
⑾　中高生の居場所づくりについて
⑿　教職員の多忙化について
⒀　障害者の雇用促進について
⒁　「手話は言語」について
⒂　福祉総合相談窓口について
⒃　市立うわまち病院の移転・新市立病院建設について
⒄　近隣病院等との連携について
⒅　未来の子どもたちへの投資について
⒆　風水害への対応について
⒇　災害時における電気自動車の活用について
㉑　空き家対策について
㉒　行政が主導するまちづくりについて
㉓　貸館施設の在り方について
㉔　地域経済の活性化について
㉕　近代歴史資料館と横須賀博物館の整備について
㉖　ルートミュージアムについて 他

⑴　基本構想及び基本計画について
⑵　人口減少について
⑶　がん対策について
⑷　福祉政策について
⑸　障害者に配慮した公園の在り方について
⑹　コミュニティーについて
⑺　子育て施策について
⑻　観光立市推進に向けた取組について
⑼　スポーツ振興について
⑽　スポーツ振興における教職員の働き方改革について
⑾　浦賀奉行所開設300周年と周辺の整備について
⑿　経済振興とまちづくりについて
⒀　まちづくりにおける防災性の向上について
⒁　スマートモビリティについて
⒂　民間企業、研究機関及び大学等との連携について
⒃　人材育成及び適正な人材の登用について
⒄　エコミルの交通安全対策と安定的な収集運搬について
⒅　水道料金と下水道使用料の適正化について
⒆　市立横須賀総合高校の今後の在り方について
⒇　長井海の手公園隣接地活用事業について
㉑　デッカー司令官について

⑴　ＳＤＧｓを本市へ導入することの進捗状況について
⑵　スクールコミュニティ事業と高齢者との関わりについて
⑶　 福祉総合相談窓口のシステム導入と今後の展開について
⑷　２0４0年に向けたスマート自治体への転換について
⑸　保育施設の入所における選考ＡＩの導入について
⑹　 こども家庭支援センターを設置した市長の考えについて
⑺　ＧＩＧＡスクール構想への取り組み方について
⑻　 大規模地震による水道管被害を抑制する対策について
⑼　観光立市推進施策及び経済対策について
⑽　ルートミュージアム事業の今後の展開について
⑾　都市公園活用のためのＰａｒｋ－ＰＦＩの活用について
⑿　 美術館や博物館を活用した観光振興計画の策定について
⒀　ｅスポーツを活用した地域活性化について
⒁　２0４0年に向けた共生社会の実現について 他

⑴　 この先の教育政策・家庭的保育事業・学童保育について
⑵　 「安全保障」と基地の存在・自衛隊への個人情報提供
⑶　ルートミュージアムと戦争遺跡について
⑷　 地域経済振興・災害対応・市民病院と地域医療について
⑸　 ジェンダー平等と職員の働き方・コミセン有料化の影響
⑹　廃プラ焼却とCO２削減・気候危機と石炭火力発電所

他

個
人
質
問

⑴　地域福祉について（コミセン使用料の減免について）
⑵　学校図書館のスクールコミュニティへの活用について
⑶　遊ぶ時間の保障と防災行政無線チャイムについて
⑷　 米海軍と自衛隊が所在するまちの首長としての責務とは

　「市民から議会はどのように見られているのか」を把握し、今後の

議会改革の参考とするため、市議会は市民アンケートを実施しました。

　市議会への関心度は、「関心がある」3４.5％、「関心がない」39.1％、

「どちらともいえない」２5.7％でした。

　関心がない理由は「何をしているのかよく分からないから」が63.４

％と突出しています。情報発信については、市議会だより（年４回）、

議会報告会（年1回）、本会議や委員会等の中継などを行っていますが、

主に新聞折り込みで配布している市議会だよりは「手元に届かないた

め読んでいない」が４1.3％で、情報発信の方法も課題であることが

明らかになりました。

　「市議会は、市民の声にきちんと耳を傾けることができていると感

じますか」には、「感じる」が15.6％と厳しい評価をいただきました。

　「市議会に望むこと」「市議会ができていないこと」は共に「地域課

題の解決」が最も高く、暮らしの困りごとに対しての議会の更なる関

わりが期待されています。

　自由記述欄にも多くのご意見をいただきました。

　アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。いた

だいた意見を参考とし、さらなる議会改革を進めてまいります。

　本市議会は平成２２年6月に議決した議会基本条例を最高規範とし地

方分権時代にふさわしい議会の姿を求めて、様々な議会改革に取り組

んできました。

　これまでも、議会基本条例に掲げた取り組みを着実に進めてきました

が、新たな課題や未着手な項目として政策形成機能の強化が浮上した

ため、議会改革の柱の一つとして、関東学院大学とのパ―トナーシップ

協定も活用しつつ、政策形成サイクルの確立を検討することとしました。

　本会議や委員会審査といった市政のチェック機能に加え、市民の負

託にこたえるために会派を超えて多様な行政課題への合意形成に努

め、政策形成能力を強化することで幅広い住民ニーズを市政に反映さ

せる仕組みを構築し、実行計画として４年間の計画を策定しました。

　政策立案及び議会改革について、計画的に検討及び実施を行います。

よこすか

未来会議
伊関　功滋

自由民主党
西郷 宗範

公明党
本石　篤志

日本共産党
井坂　直

小室　卓重

「市議会アンケート調査」報告書 報告書の全文を

ご覧いただけます

横須賀市議会実行計画「未来への羅針盤2023」は

こちらからご覧いただけます。

発言通告の全文はこちら➡

18歳以上の市民3,000人（無作為抽出）を対象に、令和元年1２月

16日から令和２年1月1２日に実施。回収率は２3.7％。［ ］

令和2年（2020年）5月12日第36号（3）



よこすか市議会だより令和2年（2020年）5月12日 第36号（4）

「よこすか市議会だより」は105,950部製作し、1部当たりの印刷経費は5.5円です。 よこすか市議会だよりは、紙へのリサイクルに適した材料〔Aランク〕のみを用いて製作しています。

　新型コロナウイルスの感染拡大により、本市においても様々な影響

が出ています。

　横須賀市としては政府の方針より早く、市が主催するイベントを中

止、あるいは延期し、市内施設についても休館などの措置を講じました。

　市議会においても今回は期間の短縮を行った上で、本会議及び委員

会へ傍聴にお越しいただく皆様の健康を守る観点から、感染の影響が

収束されるまでの間、議会の傍聴をご遠慮いただくこととしました。

　新型コロナウイルスに関する情報発信については、市のホームペー

ジに専用のサイト等を設置し、市民生活に影響のあるような相談窓口

の連絡先や、施設の休館等の情報など、スピーディーに情報提供を行っ

ているところです。

　今号から市議会だよりの構成を

刷新しました。常任委員会等で審

査された議案の紹介を主に掲載す

ることで、横須賀市議会全体とし

ての動きを分かりやすく市民の皆

さんにお伝えしていきます。

　より多くの市民の皆さんが議会

に関心を持っていただけるよう、

市民アンケートの結果も踏まえ、さらなる改善を続けてまいります。

編集：広報広聴会議（◎＝委員長、○＝副委員長）

後列左から　 井坂直／関沢敏行／渡辺光一／西郷宗範／小林伸行／ 
堀りょういち／大貫次郎

前列左から　小室卓重／○本石篤志／◎嘉山淳平／工藤昭四郎

編 集 後 記

件　　名 結　果

地区計画の土地利用方針に基づき市道6795号を適正に維持・保

全することについて
不採択

開発面積1,000平方メートル未満の接続道路の許可基準の妥当

性及び適法性の検証について
不採択

核兵器禁止条約の署名及び批准を求める意見書の提出について 不採択

新設の平和モニュメントに「核兵器廃絶・平和都市宣言」を明

記し広く市民へ周知することについて
不採択

請願

件　　名 結　果

新型コロナウイルスによる経済被害を軽減させる緊急経済対策

を求める意見書
可決

（全会一致）

意見書

○＝賛成、×＝反対

＊その他議案39件については、全会一致で可決または同意の旨回答しました。詳細は市議会ホームページにも掲載しておりますので、ご覧ください。
＊議長は、議事を取り仕切る立場から、採決には加わりません。

令和２年３月定例議会  審議結果

賛否が分かれた議案

会　　派 無会派

よ
こ
す
か

未
来
会
議

自
由
民
主
党

公
明
党

日
本
共
産
党

木
下
義
裕

小
室
卓
重

杉
田 

惺

は
ま
の
ま
さ
ひ
ろ

藤
野
英
明

13人 1２人 ７人 ３人

令和元年度横須賀市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

土地の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度横須賀市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

令和２年度横須賀市特別会計国民健康保険費予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度横須賀市特別会計介護保険費予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度横須賀市特別会計後期高齢者医療費予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

長井海の手公園等交流拠点機能拡充事業整備運営事業者選考委員会条例制定について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

職員定数条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

横須賀中央エリア再生促進特別減税条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

勤労福祉会館条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者選考委員会等条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

都市公園条例中改正について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

横須賀市建築物の解体等工事に伴う紛争の未然防止に関する条例中改正について ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ×

会派所属議員名  令和２年3月18日現在 

よこすか未来会議　 伊関功滋　永井真人　小幡沙央里　加藤ゆうすけ　嘉山淳平　

工藤昭四郎　小林伸行　髙橋英昭　竹岡　力　角井　基　 

長谷川昇　葉山なおし　堀りょういち

自 由 民 主 党　 大野忠之　渡辺光一　青木哲正　青木秀介　田辺昭人　 

松岡和行　加藤眞道　西郷宗範　南まさみ　山本けんじゅ　

田中洋次郎　大貫次郎

公 明 党　 板橋　衛（議長）　土田弘之宣　石山　満　関沢敏行　 

本石篤志　二見英一　川本　伸

日 本 共 産 党　大村洋子　ねぎしかずこ　井坂　直

＊インターネットで中継をご覧になれます。（本会議は手話通訳も同時に行っています。）
＊ ６月10日（水）・15日（月）・17日（水）・２２日（月）、２４日（水）は予備日です。
＊時間の記載がないものは10時開会。開会日時は変更される場合があります。
＊最新の状況は市議会 HＰ か議事課でご確認ください。

令和２年６月定例議会の予定

開催日 会議名

６月８日（月） 議会運営委員会

６月９日（火）
本会議
予算決算常任委員会（本会議終了後）

６月1２日（金）
教育福祉常任委員会（予算決算分科会）
都市整備常任委員会（予算決算分科会）

６月16日（火）
総務常任委員会（予算決算分科会）
生活環境常任委員会（予算決算分科会）

６月19日（金） 基本構想・基本計画策定特別委員会

６月２3日（火） 予算決算理事会、予算決算常任委員会（11時）

６月２5日（木） 議会運営委員会、本会議（1４時）

［ 新型コロナウイルス感染拡大に対して ］


